
『
立
正
安
国
論
』
考
察
の
一
視
点
・
飢
饉

-
災
害
告
発
の
書
と
し
て
の
側
面
か
ら
-

岡

元

錬

城

は
じ
め
に

日
蓮
聖
人
(
以
下
聖
人
)

の
生
き
た
中
世
社
会
は
戦
乱
と
飢
饉
が
慢
性
的
な
状
態
で
あ
り
つ
づ
け
た
。

戦
乱
に
つ
い
て
い
え
ば
、
聖
人
の
一
生
は
承
久
の
乱
の
翌
年
に
生
れ
二
度
目
の
蒙
古
襲
来
の
翌
年
に
死
去
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
ま

さ
に
戦
乱
う
ち
つ
づ
〈
渦
中
の
人
生
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
「
承
久
に
王
位
つ
き
は
て
ゝ
世
東
に
う
つ
り
し
か
ど
も
、
但
国
中
の
み
だ
れ
に

て
他
国
の
せ
め
は
な
か
り
き
」
と
は
、
承
久
の
乱
と
蒙
古
合
戦
を
重
視
し
て
の
記
述
で
あ
っ
て
、
両
大
戦
の
間
に
聖
人
の
一
生
は
あ
っ
た
し
、

政
治
の
中
心
地
鎌
倉
に
住
し
た
聖
人
で
あ
っ
た
か
ら
得
宗
専
制
態
勢
進
行
下
の
内
乱
の
見
聞
や
権
力
者
の
政
治
的
角
逐
を
つ
ぶ
さ
に
み
て
の

争
乱
予
告
と
実
現
化
等
、
戦
乱
は
常
に
聖
人
の
眼
前
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

椅
‖
‚
い
り

「
し
か
れ
ば
い
ま
の
代
の
海
人
山
人
日
々
に
魚
鹿
等
を
こ
ろ
し
、
源
家
平
家
等
の
兵
士
等
の
と
し
ど
し
に
合
戦
を
な
す
人
々
」
、
「
惣
に
出
来ヽ

・
-
1

3

4

せ
る
自
界
反
逆
難
な
り
。
さ
れ
ば
国
土
い
た
く
み
だ
れ
は
」
 
、
「
宝
治
の
合
戦
す
で
に
二
十
六
年
、
今
年
二
月
十
一
日
、
十
七
日
又
合
戦
あ
り
」
 
、

5

「
其
上
当
世
の
乱
世
去
年
よ
り
謀
叛
の
者
国
に
充
満
し
、
今
年
二
月
十
一
日
合
戦
。
共
よ
り
今
五
月
の
す
ゑ
い
ま
だ
世
間
安
穏
な
ら
ず
」
 
、
「
隋

●

㈲

見
聞
当
世
、
開
講
合
戦
在
眼
前
」
 
、
「
然
而
日
蓮
勘
文
粗
叶
仏
意
歎
故
此
合
戦
既
興
盛
也
。
此
国
人
々
今
生
一
同
堕
修
羅
道
後
生
皆
入
阿
鼻
大
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調
‥
○
○
り

城
無
疑
者
也
」
 
。
引
文
は
文
永
九
年
の
内
乱
や
蒙
古
合
戦
を
は
じ
め
と
す
る
乱
世
の
さ
ま
を
述
べ
た
も
の
の
い
く
つ
か
で
あ
る
が
、
と
ま
れ
「
国

土
い
た
く
み
だ
れ
」
て
「
国
中
の
み
だ
れ
」

が
世
を
お
お
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
飢
饉
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
戦
乱
同
様
に
聖
人
の
一
生
を
お
お
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
冷
害
・
草
書
・
風
害
・
水
害

・
虫
害
等
、
異
常
気
象
の
も
た
ら
す
不
作
・
凶
作
は
飢
饉
を
生
じ
、
飢
饉
は
す
ぐ
さ
ま
疫
病
を
蔓
延
さ
せ
る
。
穀
物
は
騰
貴
し
浮
浪
人
や
盗

賊
の
横
行
に
よ
る
治
安
の
乱
れ
は
飢
疫
と
無
関
係
で
は
な
い
。
戦
乱
も
飢
饉
と
直
続
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
人
倫
地
を
払
う
な
ど
飢
饉
に
よ

る
社
会
不
安
は
物
情
騒
然
た
る
非
常
事
態
を
現
出
す
る
。
人
災
も
天
災
も
災
害
は
単
独
で
は
存
在
せ
ず
競
起
し
連
鎖
す
る
。
飢
饉
の
一
災
は

他
災
を
誘
発
し
被
害
は
加
上
し
て
長
期
か
つ
広
範
に
及
ぶ
か
ら
深
刻
で
あ
っ
た
。
経
に
「
国
土
乱
時
先
鬼
神
乱
。
鬼
神
乱
故
高
氏
乱
」
と
あ

い
い
"
り

る
。
聖
人
は
こ
れ
を
釈
し
て
「
当
時
有
鬼
神
乱
・
高
氏
乱
。
亦
当
国
土
乱
。
愚
勘
如
是
」
と
い
っ
た
。
人
が
鬼
と
化
す
る
如
実
相
と
し
て
飢

饉
は
あ
っ
た
。
生
き
な
が
ら
食
料
が
な
く
て
多
く
の
人
々
が
死
ん
で
い
く
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
凶
作
の
翌
年
の
端
境
期
に
最
も
多
く
餓
死

者
を
生
じ
る
の
で
あ
っ
て
、
前
年
の
凶
作
は
次
年
に
深
刻
な
飢
え
を
も
た
ら
せ
る
。
飢
饉
の
打
撃
か
ら
の
脱
出
は
長
く
困
難
で
あ
っ
た
。
「
其

㈲

上
当
世
は
世
み
だ
れ
て
民
の
力
よ
ね
し
」
 
。
惨
苦
は
庶
民
大
衆
に
も
っ
と
も
重
く
の
し
か
か
る
。
「
民
の
力
よ
わ
し
」
と
は
飢
饉
下
に
お
い
て
は

こ
と
の
ほ
か
冷
厳
な
現
実
と
な
る
。
「
民
の
子
」
の
自
覚
に
立
つ
聖
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
こ
と
ば
の
ひ
び
さ
は
大
き
い
。

飢
饉
は
自
然
災
害
で
は
あ
っ
た
が
、
人
災
の
側
面
も
併
せ
も
っ
て
大
き
い
。
そ
れ
ゆ
え
飢
饉
は
政
治
的
・
社
会
的
矛
盾
の
も
っ
と
も
象
徴

的
な
表
現
で
も
あ
っ
た
。
か
か
る
矛
盾
が
客
観
的
条
件
と
し
て
存
し
、
時
代
の
悲
惨
を
受
け
と
め
る
聖
人
の
感
情
・
怒
り
・
批
判
・
結
集
・

行
動
な
ど
の
集
約
と
し
て
『
立
正
安
国
論
』

の
提
言
は
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
『
守
護
国
家
論
』
の

「
依
成
国
主
不
知
民
衆
歎
」
と
の
国
主

批
判
の
こ
と
ば
も
、
『
立
正
安
国
論
』

の
効
果
な
き
「
若
哀
島
民
百
姓
而
行
国
主
国
華
之
徳
政
」
施
策
の
無
意
味
の
指
摘
も
、
政
治
的
社
会
的

矛
盾
の
現
実
の
な
か
か
ら
的
確
に
指
弾
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

社
会
苦
・
時
代
苦
の
集
中
的
表
出
で
あ
る
飢
饉
と
そ
れ
に
つ
づ
く
疫
病
は
、
『
立
正
安
国
論
』
の
執
筆
動
機
と
深
く
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
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た
こ
と
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
『
立
正
安
国
論
』

の
思
想
構
築
の
基
底
と
し
て
飢
饉
の
惨
苦
が
重
い
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
以

下
に
小
者
し
て
み
た
い
。

一
、
『
立
正
安
国
論
』
記
述
の
飢
館

『
立
正
安
国
論
』
が
続
発
す
る
災
害
の
た
だ
な
か
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
旅
客
の
欺
き
と
し
て
冒
頭
に
語
ら
れ
た
「
旅
客
来

瞑
目
。
自
近
年
至
近
日
天
変
地
天
飢
饉
疫
病
遍
満
天
下
広
逆
地
上
。
牛
馬
弊
巷
骸
骨
充
路
。
招
死
之
輩
既
超
大
半
不
悲
之
族
敢
無
一
人
」
と
の

一
節
に
よ
っ
て
自
明
で
あ
っ
た
。
旅
客
の
苦
悩
に
み
ち
た
歓
声
は
当
代
一
般
の
声
を
代
弁
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
聖
人
の
罷
災
体

験
か
ら
の
発
言
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
「
自
近
年
至
近
日
」
と
は
具
体
的
に
は
『
災
難
対
治
紗
』
に
「
所
謂
自
建
長
八
年
八
月

至
正
元
二
年
二
月
」
と
あ
る
。
建
長
八
年
八
月
が
災
害
多
発
の
画
期
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
『
安
国
論
』
は
、
衆
席
の
悲
款
の
な
か
か
ら
生
れ
、
続
発
す
る
災
害
の
た
だ
な
か
に
身
を
お
い
た
聖
人
が
、
災
害
体
験
者
と
し

て
災
害
を
告
発
す
る
書
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
「
独
愁
此
事
情
排
胸
臆
。
客
来
共
嘆
」
と
は
、
体
験
か
ら
す
る
痛
切
な
哀

憫
の
情
を
端
的
に
告
げ
て
い
る
。
告
発
と
は
、
事
実
を
申
告
し
て
調
査
・
解
決
を
も
と
め
る
こ
と
を
目
途
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
当㈹

時
の
用
語
で
い
え
ば
「
勘
文
」
で
あ
る
。
『
立
正
安
国
論
』
を
別
称
し
規
定
し
て
聖
人
は
「
勘
文
」
と
号
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
正
し
い
。

小
耳l

『
安
国
論
』
成
稿
に
さ
き
だ
つ
一
連
の
述
作
、
『
守
護
国
家
論
』

『
災
難
興
起
由
来
』

『
災
難
対
治
紗
』
な
ど
の
題
号
が
そ
れ
ぞ
れ
示
す
よ

う
に
、
災
難
の
由
来
を
究
め
対
治
の
方
策
を
示
し
そ
れ
に
よ
っ
て
国
土
と
国
民
を
守
護
し
、
安
国
の
唯
一
大
書
に
お
も
む
か
ん
と
は
か
っ
た

の
が
『
安
国
論
』
の
趣
旨
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
安
国
」
な
ら
ざ
る
衰
微
と
破
壊
に
み
ち
た
現
実
社
会
、
だ
れ
し
も
が
希
求
す
る
「
安
国
」

の
世
界
に
背
反
す
る
世
の
実
現
、
そ
れ
が
冒
頭
の
歎
き
の
こ
と
ば
で
あ
っ
た
。
衰
微
と
破
壊
に
う
ち
の
め
さ
れ
、
身
心
の
安
全
・
安
心
が
存

在
せ
ぬ
現
実
が
「
天
変
地
天
」
の
多
発
下
に
お
の
の
く
現
実
社
会
の
光
景
で
あ
っ
た
。
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『
安
国
論
』
記
述
の
災
害
は
、
「
天
変
地
天
」
と
あ
っ
て
天
空
と
地
上
に
お
こ
ろ
あ
ら
ゆ
る
異
変
を
総
括
す
る
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
屡

述
さ
れ
た
の
は
諸
災
の
う
ち
「
飢
饉
疫
病
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
ま
ず
重
視
し
た
い
。
「
飢
饉
疫
病
」
は
諸
災
の
一
つ
で
あ
り
「
天
変
地
天
」
の

な
か
に
概
括
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
と
り
わ
け
飢
疫
が
特
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
次
下
の
「
遍
満
天
下
広
逆
地
上
。
牛

馬
弊
巷
骸
骨
充
路
。
招
死
之
輩
既
超
大
半
不
悲
之
族
敢
無
一
人
」
と
は
「
飢
饉
疫
病
」
の
惨
禍
の
説
明
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
次

下
に
さ
ま
ざ
ま
に
と
ら
れ
て
い
る
諸
教
の
祈
願
や
国
主
の
徳
政
等
(
十
項
目
が
並
挙
さ
れ
て
い
る
)
除
災
の
方
途
が
こ
と
ご
と
く
無
効
で
あ

っ
て
、
結
果
い
よ
い
よ
災
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
の
べ
、
「
雑
然
唯
推
肝
脂
弥
逼
飢
疫
乞
客
溢
目
死
人
満
眼
。
臥
屍
為
観
拉
戸
作
橋
」
と

あ
る
が
、
こ
の
描
写
も
飢
疫
に
よ
る
餓
死
・
病
死
の
凄
惨
さ
を
写
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
「
天
変
地
天
」
の
な
か
で
も
聖
人

を
し
て
も
っ
と
も
戦
慄
さ
せ
痛
み
の
心
を
発
揚
さ
せ
た
災
厄
は
飢
饉
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
天
下
之
災
・
国
中
之
難
」

の
原
因
を
経
証
に
も
と
め
て
聖
人
は
、
金
光
・
大
柴
・
仁
王
・
薬
師
の
四
経
か
ら
三
災
七
難
こ
も
ご
も
起
る
因

由
を
探
る
。
経
文
に
指
摘
さ
れ
た
種
々
の
災
禍
を
み
る
と
、
こ
こ
で
も
飢
疫
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
す
な
れ
ち
四
経
六
文
が
引
か
れ
る

が
金
光
明
経
で
は
「
暴
雨
悪
風
不
依
時
節
常
遭
飢
饉
苗
実
不
成
」
「
疫
病
流
行
」
 
。
大
柴
経
で
は
「
所
生
華
菓
味
希
少
亦
不
美
…
‥
苗
稼
皆
枯

死
生
者
皆
死
霊
余
草
更
不
生
…
‥
四
方
皆
元
手
」
 
。
仁
王
経
で
は
「
天
地
怪
異
日
月
失
時
夫
度
」
 
。
薬
師
経
は
七
難
を
あ
げ
る
が
大
衆
疾
疫
難
・

非
時
風
雨
難
・
過
時
不
両
難
等
み
な
飢
疫
と
直
結
す
る
。
さ
ら
に
仁
王
経
の
重
引
に
七
難
を
あ
げ
る
が
こ
こ
で
も
時
節
返
逆
し
て
冬
雨
ふ
り

夏
雪
ふ
る
異
変
や
天
地
売
手
し
て
五
穀
不
登
と
説
か
れ
る
。
大
柴
経
の
重
引
は
「
一
着
穀
実
・
二
者
兵
事
・
三
者
疫
疾
」
と
三
不
祥
事
を
あ

げ
る
。
諸
文
は
み
な
飢
疫
の
災
を
直
写
す
る
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
後
段
第
九
客
間
に
は
、
善
神
捨
国
の
ゆ
え
の
「
天
下
飢
渇
世
上
疫
病
」

が
旅
客
に
確
認
さ
れ
、
旅
客
は
妄
執
を
餓
え
し
て
「
国
土
泰
平
天
下
安
穏
、
義
農
之
世
唐
虞
之
国
」
を
の
ぞ
む
が
、
そ
れ
に
対
し
て
「
風
和

浪
静
不
日
豊
年
耳
…
‥
汝
須
思
一
身
安
堵
者
先
躊
四
表
之
静
読
者
欺
」
と
主
人
は
答
え
る
。
こ
の
間
答
も
飢
疫
の
災
禍
に
つ
い
て
で
あ
る
。

右
に
周
知
の
辞
句
を
転
記
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
み
な
諸
災
中
こ
と
に
飢
疫
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
冒
頭
の
天
変
地
天
の
代
表
と
し
て
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飢
疫
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
照
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
『
安
国
論
』
が
旅
客
の
設
問
・
主
人
の
答
弁
に
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
「
所

詮
天
下
泰
平
国
土
安
穏
君
臣
所
楽
土
民
所
思
也
」
(
第
七
客
間
)
、
「
国
中
安
穏
天
下
泰
平
」
(
第
七
主
答
)
な
ど
と
い
う
安
国
の
思
念
は
と
り

わ
け
飢
饉
か
ら
の
脱
出
除
去
を
基
底
に
し
て
い
る
と
考
、
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
人
間
世
界
を
根
底
か
ら
破
壊
す
る
災
厄
と
し
て
飢
饉
が
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
安
国
論
』
結
文
の
「
三
界
仏
国
」

「
十
方
宝
土
」
の
本
来
の
世
界
、
「
衰
微
」
な
く
「
破
壊
」
な
き
安
穏

の
世
界
、
「
身
是
安
全
心
是
禅
定
」

の
安
心
の
世
界
も
、
右
と
不
可
分
に
か
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
飢
饉
の
災
厄
こ
そ
も
っ
と
も
人
間
そ

の
も
の
と
社
会
・
国
土
を
衰
微
さ
せ
破
壊
に
み
ち
び
く
も
の
で
あ
っ
た
。

「
牛
馬
襲
巷
骸
骨
充
路
」
と
い
う
の
も
決
し
て
牛
馬
の
骸
骨
ば
か
り
で
は
な
い
。
「
招
死
之
輩
既
超
大
半
」
と
い
い
、
「
乞
客
溢
目
死
人
満
眼
。

臥
屍
為
観
拉
戸
作
橋
」
と
描
出
す
る
よ
う
に
人
間
の
死
屍
累
累
た
る
を
の
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。
目
を
お
お
う
人
間
の
餓
死
病
死
の
横
た
わ

る
さ
ま
を
牛
馬
に
代
替
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
飢
饉
下
に
あ
っ
て
は
牛
馬
の
よ
う
な
家
畜
を
養
え
な
く
な
る
の
で
ま
っ
さ
き
に
捨
て
ら
れ
て

し
ま
う
し
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
自
死
ば
か
り
で
な
く
流
浪
人
が
牛
馬
を
殺
し
皮
を
は
ぎ
、
鹿
な
ど
の
肉
に
ま
せ
て
売
り
あ
る
い
は

食
す
。
「
骸
骨
充
路
」
と
は
か
か
る
凄
惨
な
様
相
を
写
す
も
の
で
あ
っ
た
。
弘
安
の
飢
饉
を
写
す
も
の
だ
が
次
の
一
節
は
哀
れ
を
き
れ
め
る
。

「
但
当
世
の
体
こ
そ
哀
れ
に
候
へ
。
日
本
国
数
年
の
間
、
打
続
さ
け
か
ち
ゆ
き
ゝ
て
衣
食
た
へ
、
畜
る
ひ
を
は
食
つ
く
し
、
結
句
人
を
く
ら
う

者
出
来
し
て
、
或
は
死
人
・
或
は
小
鬼
・
或
は
病
人
等
の
肉
を
烈
取
て
、
魚
麗
筆
に
加
へ
て
売
し
か
ぼ
人
是
を
貫
く
へ
り
。
此
国
有
の
外
に

小
ul

南
口
]
同
い
農

大
悪
鬼
と
な
れ
り
」
 
。

幕
府
は
弘
長
元
年
二
月
三
十
日
「
関
東
新
制
条
々
」
を
発
布
し
た
。
中
に
、
病
者
・
孤
子
等
、
死
屍
・
牛
馬
骨
肉
等
を
路
辺
に
棄
て
る
こ

㈹

と
を
禁
ず
る
条
が
あ
る
。
か
か
る
法
令
の
公
布
は
事
態
の
深
刻
さ
を
裏
書
し
て
い
て
な
ま
な
ま
し
い
。
お
よ
そ
災
害
が
い
た
れ
ば
時
の
政
府

は
当
然
の
こ
と
罷
災
民
に
対
し
て
救
済
の
手
を
さ
し
の
べ
る
。
今
の
災
害
救
助
法
の
適
用
で
あ
る
。
し
か
し
救
済
法
は
一
時
的
処
置
で
あ
っ

て
手
ぬ
る
く
、
施
策
は
抜
本
的
で
は
な
い
。
右
の
各
種
法
令
も
禁
制
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
直
接
的
な
救
済
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
「
唯
推
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小
甘l

肝
脂
弥
逼
飢
疫
」
と
は
こ
の
こ
と
の
表
現
で
あ
り
「
国
主
国
華
之
徳
政
」
も
所
詮
は
無
効
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
の
類
文
は
多
い
。
飢
饉
の

さ
な
か
で
こ
れ
ら
の
施
策
が
ど
れ
ほ
ど
の
実
効
が
あ
っ
た
か
疑
わ
し
く
、
新
法
が
た
だ
ち
に
全
国
に
実
施
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
も
っ
と
疑

わ
し
い
。

以
上
は
、
『
安
国
論
』
の
本
文
に
即
し
て
飢
饉
と
の
関
連
を
ひ
ろ
い
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
飢
饉
へ
の
関
心
が
示
す
よ
う
に
『
安

国
論
』
の
執
筆
動
機
は
諸
災
の
う
ち
、
と
り
わ
け
飢
饉
と
不
可
分
で
あ
っ
た
と
み
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
安

国
論
』
の
執
筆
動
機
は
、
普
通
に
は
正
嘉
元
年
八
月
二
十
三
日
の
大
地
震
に
遭
遇
し
た
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
点
に

加
え
て
飢
饉
の
占
め
る
重
さ
が
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
次
節
に
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

二
、
『
立
正
安
国
論
』
執
筆
動
機
と
し
て
の
飢
綻

聖
人
は
著
述
・
書
簡
に
お
い
て
お
び
た
だ
し
く
『
安
国
論
』
に
関
説
し
た
。
そ
こ
で
は
、
続
発
し
た
災
害
の
様
相
を
具
体
的
・
美
観
的
に

述
べ
て
い
た
。
た
と
え
ば
正
嘉
元
年
の
大
地
震
を
「
傾
動
大
地
三
振
裂
」
と
か
「
大
地
振
挙
一
万
三
尺
」
と
そ
の
規
模
を
記
し
て
い
る
。
そ

し
て
各
種
災
害
の
続
発
と
体
験
が
『
安
国
論
』

の
執
筆
に
向
か
わ
せ
た
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
代
表
的
に
は
『
安
国
論
御
勘
由
来
』
が
あ
っ

て
、
「
正
嘉
元
年
談
八
月
廿
三
日
戌
亥
時
超
於
前
代
大
地
振
。
同
二
年
郎
八
月
一
日
大
風
。
同
三
年
紀
大
飢
饉
。
正
元
元
年
紀
大
疫
病
。
同
二

心
り

年
蝦
互
四
季
大
疫
不
己
。
高
氏
既
超
大
半
招
死
了
」
と
あ
る
。
連
年
の
災
害
を
列
記
し
た
も
の
だ
が
、
一
方
、
『
安
国
論
奥
書
』
に
は
、
「
去
見

正
嘉
元
年
護
八
月
廿
三
日
戌
之
魁
大
地
震
勘
之
」
と
い
い
、
『
安
国
論
副
状
』
に
は
、
「
抑
正
嘉
元
年
哉
八
月
二
十
三
日
戌
亥
魁
大
地
震
、
日
蓮

引
諸
経
勘
之
」
と
明
記
さ
れ
て
も
い
て
、
正
嘉
元
年
八
月
二
十
三
日
夜
の
大
地
震
が
聖
人
の
心
を
激
し
く
揺
動
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
語
っ
て
い
る
。
執
筆
契
機
が
正
嘉
の
大
地
震
で
あ
っ
た
こ
と
を
端
的
に
書
き
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
直
接
契
機
が
正
嘉

の
大
地
震
に
よ
る
と
説
明
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
っ
て
、
飢
饉
等
の
他
災
は
そ
の
他
一
括
的
に
く
く
ら
れ
て
し
ま
う
の
が
常
の
よ
う
に
お
も
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え
る
の
で
あ
る
。
正
嘉
の
大
地
震
が
聖
人
に
異
常
な
衝
撃
を
与
え
、
『
安
国
論
』
執
筆
に
向
か
れ
せ
た
事
実
は
ま
ざ
れ
も
な
い
が
、
『
奥
書
』
初

行
に
は
「
文
応
元
年
犠
勘
之
。
正
嘉
自
始
之
文
応
元
年
勘
畢
」
と
特
記
さ
れ
て
も
い
た
。
こ
こ
で
の
正
嘉
は
も
と
よ
り
八
月
二
十
三
日
の
大

㈹

地
震
を
さ
す
の
で
あ
り
(
こ
の
年
は
八
月
ば
か
り
で
な
く
地
震
が
頻
発
し
た
)
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
が
「
正
嘉
自
始
之
」
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
「
文
応
元
年
勘
畢
」
ま
で
は
四
年
の
歳
月
が
存
し
た
。
こ
の
間
が
死
屍
を
く
ら
う
に
い
た
る
深
刻
な
飢
饉
と
疫
病
の
蔓
延
で
あ
っ
た
。

『
守
護
国
家
論
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
改
正
嘉
元
年
大
地
大
震
同
二
年
春
大
雨
失
苗
夏
大
字
駆
枯
草
木
秋
大
風
矢
菓
実
飢
渇
惣
起
高
氏
令
逃
脱
」
 
。

こ
こ
で
は
地
震
よ
り
も
飢
饉
へ
の
経
緯
と
結
果
を
述
べ
て
よ
り
委
細
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
春
の
大
雨
、
夏
の
大
草
、
秋
の
大
風
を
の
べ
「
飢

渇
忽
起
高
氏
令
逃
脱
」
と
の
な
ま
な
ま
し
い
描
写
は
、
事
の
実
相
を
写
し
、
そ
れ
は
凄
惨
で
戦
慄
す
べ
き
光
景
を
み
た
体
験
を
通
し
て
の
痛

痛
し
い
実
感
を
こ
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
災
難
対
治
紗
』
に
も
「
今
見
聞
此
国
土
起
種
種
災
難
。
所
謂
自
建
長
八
年
八
月
至
正
元
年
二
年

二
月
大
地
震
・
非
時
大
風
・
大
飢
饉
・
大
疫
病
等
種
種
災
難
道
連
干
今
不
絶
。
大
体
国
土
人
数
似
可
蓋
」
を
あ
る
。
こ
れ
ら
は
飢
饉
に
重
点

が
お
か
れ
た
記
述
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
『
災
難
対
治
妙
』
に
よ
れ
ば
『
安
国
論
』
発
想
の
起
点
を
告
げ
て
建
長
八
年
八
月
と
特
記
さ
れ
て
い

て
、
こ
の
年
八
月
に
は
大
雨
・
洪
水
・
流
行
病
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
明
示
は
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
正
嘉
の
地
震
と
飢
饉

㈹

に
さ
き
だ
っ
て
建
長
の
飢
饉
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
建
長
の
飢
饉
に
つ
い
て
は
『
野
守
鏡
』
に
「
建
長
、
正
嘉
、
正
元
打
続
き
人
の
や
み
う

㈹

せ
飢
饉
せ
し
事
お
び
た
ゞ
し
か
り
し
事
ぞ
か
し
」
と
あ
る
。
正
嘉
の
飢
饉
に
つ
い
て
は
『
吾
妻
鏡
』

『
関
東
評
定
伝
』
等
が
「
諸
国
の
田
園
、

悉
く
以
て
損
亡
」
 
、
「
天
下
損
亡
」
と
記
し
て
い
た
こ
と
は
注
記
し
た
と
う
り
で
あ
る
。
幕
府
は
対
策
に
は
な
は
だ
腐
心
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。と

ま
れ
聖
人
は
飢
饉
に
深
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
関
心
を
も
た
ざ
る
を
得
ぬ
ほ
ど
に
飢
饉
は
偏
覆
し
世
人
を
さ
い
な
ん
だ
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
聖
人
は
建
長
・
正
嘉
・
正
元
と
つ
づ
く
飢
饉
を
体
験
し
た
の
だ
が
(
こ
の
時
の
飢
饉
は
弘
長
年
間
へ
と
波
及
し
た

し
、
さ
ら
に
後
に
み
る
よ
う
に
文
永
期
・
弘
安
期
も
飢
饉
は
風
靡
し
た
)
、
罷
災
者
た
る
こ
と
の
右
の
現
実
と
は
別
に
、
す
で
に
少
年
期
に
お
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い
て
飢
饉
の
悲
惨
を
な
め
て
い
た
事
実
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
覚
書
の
大
飢
饉
が
そ
れ
で
あ
る
。
鴨
長
明
が
『
方
丈
記
』

に
描
写
し

た
養
和
の
飢
饉
は
著
名
だ
が
、
そ
れ
に
つ
ぐ
大
飢
饉
が
覚
書
の
飢
饉
で
あ
っ
た
。

覚
書
の
大
飢
饉
に
つ
い
て
は
、
『
関
東
評
定
伝
』
覚
書
二
年
条
に
「
八
月
八
日
大
風
損
嘉
穀
」
、
同
三
年
条
に
「
天
下
大
飢
饉
疫
疾
」
と
そ
れ

ぞ
れ
特
記
し
て
い
た
。
覚
書
二
年
の
夏
は
諸
国
に
霜
降
り
雪
が
降
る
異
常
気
象
で
あ
っ
た
。
『
吾
妻
鏡
』
は
そ
れ
ら
を
恐
怖
を
の
せ
て
記
し
て

い
る
。
六
月
十
六
日
条
に
降
雪
を
報
ず
る
美
濃
か
ら
の
飛
脚
を
受
け
て
「
武
州
は
な
は
だ
怖
畏
せ
し
め
た
ま
ひ
、
徳
政
を
行
は
る
べ
き
の
由
、

沙
汰
あ
り
と
云
々
。
濃
州
と
武
州
と
、
両
国
の
中
間
す
で
に
十
余
日
の
行
程
な
り
。
か
の
日
同
時
に
こ
の
怪
異
あ
る
こ
と
、
も
っ
と
も
驚
く

べ
し
。
お
よ
そ
六
月
中
雨
脚
し
き
り
に
降
る
。
こ
れ
豊
年
の
瑞
た
り
と
い
ヘ
ビ
も
、
涼
気
法
に
過
ぎ
、
五
穀
定
め
て
登
ら
ざ
ら
ん
か
。
風
雨

節
な
ら
ざ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
歳
飢
荒
あ
ら
ん
と
云
々
。
当
時
関
東
政
途
を
廃
せ
ず
、
武
州
殊
に
戦
々
兢
々
た
り
。
…
…
近
日
時
節
依
達
し
、

陰
陽
不
同
の
条
、
直
な
る
事
に
あ
ら
ざ
る
か
。
就
中
に
当
月
白
雪
降
る
事
、
そ
の
例
少
な
さ
か
」
と
記
す
。
こ
の
条
は
さ
ら
に
夏
の
降
雪
の

例
を
あ
げ
数
世
紀
に
一
度
の
異
常
気
象
と
し
「
今
月
九
日
雪
下
る
。
上
古
な
ほ
も
っ
て
奇
と
な
す
。
い
は
ん
や
末
代
に
お
い
て
を
や
」
と
恐

怖
す
る
。
翌
七
月
十
六
日
の
降
霜
を
「
霜
降
る
。
ほ
と
ほ
と
冬
天
の
ご
と
し
」
と
記
し
て
冷
夏
に
絶
望
し
て
い
た
。
『
百
錬
抄
』
も
美
濃
の
降

雪
を
記
す
。
「
雪
降
。
委
地
二
寸
許
」
と
。
同
書
九
月
八
日
条
「
終
日
両
峰
。
入
夜
大
風
。
天
下
損
亡
過
半
云
々
」
 
。
十
月
四
日
条
「
諸
国
異
損

事
。
普
有
共
闘
。
久
雨
不
止
。
風
災
適
法
云
々
」
 
。
大
飢
饉
は
必
至
で
あ
っ
て
同
書
十
月
二
十
九
日
条
に
は
客
星
出
現
を
見
て
菱
和
の
飢
饉
を

想
起
し
「
義
和
元
年
以
後
無
此
変
欺
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
義
和
元
年
に
「
近
日
天
下
飢
饉
餓
死
者
不
知
英
数
」
と
い
い
、
翌
寿
永
元

年
に
「
近
日
、
嬰
兄
弄
道
路
、
死
骸
満
街
衝
、
夜
々
強
盗
、
所
々
放
火
、
称
諸
院
蔵
人
之
輩
、
多
以
餓
死
、
其
以
下
不
知
数
、
飢
饉
超
前
代
」

と
記
し
た
惨
苦
を
痛
苦
と
と
も
に
し
の
ば
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
は
た
し
て
『
百
錬
抄
』
覚
書
三
年
六
月
条
は
、
「
自
去
春
天
下
飢
饉
、
此
夏

死
骸
清
適
、
治
承
以
後
未
有
如
此
之
飢
饉
」
と
あ
る
。
覚
書
二
年
十
月
十
三
日
、
藤
原
定
家
は
迫
り
来
る
飢
饉
の
極
苦
に
対
処
す
べ
く
庭
の

前
栽
を
掘
り
棄
て
麦
畑
と
し
た
。
『
明
月
記
』

は
「
今
日
、
家
僕
を
し
て
前
栽
北
庭
を
掘
り
棄
て
し
め
、
麦
輔
と
な
せ
り
。
少
分
と
い
え
ど
も
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凶
年
の
飢
え
を
支
え
ん
が
た
め
な
り
。
貧
老
を
嘲
る
こ
と
な
か
れ
、
他
に
計
ら
い
あ
ら
ん
や
」
と
飢
饉
へ
の
無
力
に
自
嘲
を
こ
め
て
記
し
て

い
り

い
た
。
飢
民
が
宣
豪
を
襲
い
、
餓
死
者
は
道
路
に
充
満
し
た
覚
書
の
大
飢
饉
は
諸
国
に
偏
覆
し
た
が
、
房
総
の
地
も
も
と
よ
り
例
外
で
は
な

か
っ
た
。

こ
の
時
期
聖
人
は
、
八
・
九
歳
の
少
年
期
を
安
房
に
す
ご
し
て
い
た
。
安
房
に
あ
っ
た
聖
人
と
覚
書
の
飢
饉
と
を
結
ぶ
直
接
文
献
は
乏
し

い
が
、
次
の
史
料
が
あ
る
。
富
木
常
忍
の
一
家
と
の
つ
な
が
り
を
回
想
し
た
書
状
に
、
「
は
る
か
に
見
ま
い
ら
せ
候
は
ね
は
、
を
ぽ
っ
か
な
く

候
。
た
う
じ
(
当
時
)
と
て
も
た
の
し
き
事
は
候
は
ね
ど
も
、
む
か
し
は
こ
と
に
わ
び
し
く
候
し
時
よ
り
、
や
ち
な
わ
れ
ま
い
ら
せ
て
候
へ

高
明
岬

は
、
こ
と
に
を
ん
(
恩
)
を
も
く
を
も
ひ
ま
い
ら
せ
候
」
と
あ
る
の
か
そ
れ
で
あ
る
。
撫
育
の
恩
を
謝
し
た
一
節
で
あ
る
。
少
年
期
に
聖
人

の
一
家
が
こ
う
む
っ
た
恩
顧
を
回
想
し
た
も
の
で
、
下
総
の
富
木
家
と
安
房
の
聖
人
の
生
家
と
の
親
密
な
関
係
を
示
す
文
献
と
し
て
多
用
さ

れ
つ
と
に
周
知
だ
が
、
追
懐
す
る
恩
顧
の
具
体
的
内
実
に
ふ
れ
た
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
一
節
は
覚
書
の
飢
饉
下
の

窮
乏
に
対
し
て
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
本
文
に
時
代
は
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
に
わ
か
な
推
断
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、

従
来
は
単
に
幼
少
期
の
回
想
文
と
し
て
漠
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
こ
の
一
節
を
、
覚
書
の
飢
饉
を
背
景
と
す
る
も
の
と
考
え
て
み
た
い
の

で
あ
る
。
『
佐
渡
御
書
』
に
は
、
過
去
世
末
の
罪
の
自
覚
と
意
識
を
の
べ
る
な
か
に
身
に
受
け
た
災
難
を
「
八
種
の
大
難
」
と
し
て
分
析
す

る
が
、
そ
の
う
ち
の
形
状
醜
隅
・
衣
服
不
足
・
飲
食
魔
疎
・
求
財
不
利
・
生
貧
賎
家
・
及
邪
見
家
な
ど
を
「
日
蓮
一
人
が
身
に
感
せ
り
」
と

い
っ
て
い
る
。
経
文
に
照
ら
し
て
「
先
生
・
今
生
・
先
日
」
の
罪
科
を
数
え
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
誕
生
い
ら
い
の
原
体
験
と

し
て
聖
人
の
身
心
に
刻
ま
れ
て
い
た
も
の
と
お
も
え
る
の
で
あ
っ
て
、
飢
饉
下
の
窮
乏
受
難
を
背
景
と
す
る
も
の
と
う
け
と
れ
よ
う
。
ま
た
、

出
自
に
関
し
て
の
べ
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
こ
と
ば
、
「
片
海
の
海
人
が
子
」
(
本
尊
問
答
妙
)
、
「
石
中
の
賎
民
が
子
」
(
霊
屋
畏
三
蔵
妙
)
、
「
民
が
子
」

(
中
興
入
道
御
消
息
)
、
「
民
の
家
よ
り
出
で
て
」
(
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
)
、
「
日
蓮
今
生
に
は
貧
窮
下
賎
の
者
と
生
れ
、
旛
陀
羅
が
家
よ
り
出
た
り
」

(
佐
渡
御
書
)
、
「
辺
土
に
生
を
う
〈
。
其
上
下
賎
、
其
上
貧
道
の
身
な
り
」
(
関
目
抄
)
、
「
安
房
国
海
辺
の
旛
陀
羅
が
子
也
」
(
佐
渡
御
勘
気
紗
)
等
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々
の
表
白
も
、
い
づ
れ
も
後
代
の
回
想
の
な
か
の
こ
と
ば
で
あ
っ
た
こ
と
を
お
も
え
ば
、
こ
れ
ら
も
飢
饉
下
の
困
窮
を
踏
ま
え
て
の
辞
と
も

解
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

弘
安
の
飢
饉
を
語
る
弘
安
元
年
閏
十
月
十
三
日
の
『
上
野
殿
御
返
事
』

に
、
「
去
覚
書
・
正
嘉
に
も
こ
、
え
、
来
ら
ん
三
災
に
も
お
と
ら
ざ
る

か
」

と
あ
る
。
遺
文
中
、
覚
書
の
年
次
を
あ
げ
て
飢
饉
を
語
る
直
接
文
献
は
こ
の
一
節
だ
け
と
お
も
う
が
、
一
度
だ
け
と
は
い
え
上
述
と
併

考
す
れ
ば
重
要
と
お
も
え
る
の
で
あ
っ
て
、
覚
書
の
飢
饉
が
少
年
日
蓮
の
原
体
験
と
し
て
長
く
刻
印
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
と
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
書
は
短
簡
で
あ
る
が
、
前
後
の
謝
辞
を
の
ぞ
け
ば
全
文
が
飢
饉
の
悲
惨
を
の
べ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
な
か
に
覚

書
の
飢
饉
を
対
比
回
想
し
た
事
実
は
や
は
り
重
要
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
飢
饉
の
恐
怖
を
活
写
し
て
委
細
に
語
ら
れ
て
い
る
の
で
引
文
し

て
お
き
た
い
。
「
い
ゑ
の
い
も
一
駄
、
か
う
じ
二
」
、
ぜ
に
六
百
の
か
わ
り
御
ざ
の
む
し
ろ
十
枚
給
了
。
去
今
年
は
大
え
き
(
疫
)
此
の
国

に
を
こ
り
て
、
人
の
死
事
大
風
に
木
の
た
う
れ
、
大
雪
に
革
の
お
る
ゝ
か
ご
と
し
。
一
人
も
の
こ
ろ
べ
し
と
も
み
へ
ず
候
き
。
し
か
れ
ど
も

又
今
年
の
寒
温
、
時
に
し
た
が
ひ
て
、
五
穀
は
田
島
に
み
ち
、
草
木
は
や
さ
ん
(
野
山
)

に
お
ひ
ふ
さ
が
り
て
尭
舜
の
代
の
ご
と
く
、
成
劫

の
は
じ
め
か
と
み
へ
て
候
し
ほ
ど
に
、
八
月
、
九
月
の
大
雨
大
風
に
日
本
一
同
に
不
熟
、
ゆ
さ
て
の
こ
れ
る
萬
民
冬
を
す
ご
し
が
た
し
。
去

覚
書
・
正
嘉
に
も
こ
、
え
、
来
ら
ん
三
災
に
も
お
と
ら
ざ
る
か
。
自
界
叛
逆
し
て
盗
賊
国
に
充
満
、
他
界
き
そ
い
て
合
戦
に
心
を
つ
ひ
や
す
。

民
の
心
不
孝
に
し
て
父
母
を
見
事
他
人
の
ご
と
く
、
僧
尼
は
邪
見
に
し
て
狗
犬
と
獲
族
と
の
あ
へ
る
か
ご
と
し
。
慈
悲
な
け
れ
ば
天
も
此
国

を
ま
は
ら
ず
、
邪
見
な
れ
ば
三
宝
に
も
す
て
ら
れ
た
り
。
又
、
疫
病
も
し
ば
ら
く
は
や
み
て
み
え
し
か
ど
も
、
鬼
神
か
へ
り
人
か
の
ゆ
へ
に
、

北
国
も
、
東
国
も
、
西
国
も
、
南
国
も
、
一
同
に
や
み
な
げ
(
病
歎
)
く
よ
し
き
こ
へ
候
。
か
ゝ
る
よ
に
い
か
な
る
宿
善
に
か
、
法
華
経
の

行
者
を
や
し
な
わ
せ
給
事
、
あ
り
が
た
く
候
ぐ
。
事
々
見
参
の
暗
中
べ
し
。
恐
々
謹
言
」
 
。

一
方
、
聖
人
遺
文
に
は
、
田
畑
、
稲
米
、
農
耕
等
に
関
す
る
記
述
や
生
活
者
と
し
て
当
然
と
は
い
え
る
に
し
て
も
食
料
を
贈
ら
れ
て
萬
腔

の
謝
意
を
つ
づ
る
書
簡
、
食
物
の
徳
を
讃
歎
す
る
消
息
な
ど
が
多
い
こ
と
は
一
特
色
と
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
右
の
経
験
と
照
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応
す
る
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

少
年
期
の
体
験
は
消
滅
で
き
な
い
印
象
と
し
て
の
こ
る
。
覚
書
の
飢
饉
が
房
総
の
地
に
暴
威
を
ふ
る
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
史
料
と
し
て
次

の
も
の
が
知
ら
れ
る
。
下
総
の
地
を
逃
が
れ
て
餓
死
者
の
な
か
を
他
国
に
流
浪
し
一
家
離
散
の
憂
目
に
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
文
書
で
あ
る
。

㈲

「
覚
書
年
中
之
比
、
国
光
罷
出
下
総
国
候
天
巳
後
、
弥
々
世
中
餓
死
無
極
之
間
、
他
国
。
ら
う
篭
仕
、
不
知
親
類
之
行
方
」
 
。
下
総
を
逃
脱
し
て

下
野
国
堀
籠
郷
の
住
人
と
な
っ
て
い
た
動
垂
弥
太
郎
国
光
の
訴
状
の
一
節
で
あ
る
。
さ
き
に
も
引
用
し
た
が
建
長
八
年
は
「
お
よ
そ
今
年
は

大
雨
洪
水
ほ
と
ほ
と
例
年
に
越
え
、
寒
気
ま
た
も
っ
て
時
な
ら
ず
、
署
信
な
ら
ず
。
そ
の
物
定
め
て
長
ぜ
ざ
ら
ん
か
」
と
記
す
ほ
ど
の
異
常

気
象
で
あ
っ
た
。
人
々
は
覚
書
飢
饉
の
苦
悩
を
お
も
い
や
ら
ね
は
な
ら
な
か
っ
た
。
『
吾
妻
鏡
』
は
右
に
つ
づ
け
て
、
「
去
ぬ
る
覚
書
二
年
夏
、

涼
気
冬
天
の
ご
と
く
、
六
・
七
両
月
の
間
、
霜
雪
降
り
、
八
月
大
風
す
。
翌
年
国
土
飢
饉
し
、
民
間
傷
死
す
。
し
か
う
し
て
今
時
節
調
は
ず
。

㈹

憤
ま
ざ
る
ぺ
け
ん
や
」
と
記
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
史
料
を
下
敷
に
し
て
、
さ
き
の
富
木
書
の
記
述
や
幼
少
期
回
想
の
論
文
な
ど
を
つ
き
あ
れ
せ
る
と
、
覚
書
飢
饉
が
痛
切
な
体
験

と
し
て
存
し
、
こ
の
体
験
が
持
続
発
揚
さ
れ
て
『
安
国
論
』

の
一
切
衆
生
救
済
の
心
や
発
言
と
結
び
つ
く
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
覚
書

飢
饉
に
つ
づ
く
大
飢
饉
が
正
嘉
の
そ
れ
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
弘
安
の
飢
饉
と
彼
此
を
対
比
回
想
し
て
「
去
覚
書
・
正
嘉
に
も
こ
、
え
」
と
述

べ
て
も
い
た
の
で
あ
っ
た
。
正
嘉
飢
饉
の
惨
苦
は
、
聖
人
の
脳
裡
に
い
つ
ま
で
も
と
ど
ま
っ
た
こ
と
は
、
諸
他
の
遺
文
が
書
き
の
こ
し
て
い

た
。
幼
少
年
期
の
飢
饉
の
体
験
が
こ
の
の
ち
も
つ
づ
〈
悲
惨
を
克
明
に
記
述
し
て
い
っ
た
原
点
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
『
安
国
論
』
以
後

も
飢
饉
を
語
る
遺
文
は
は
な
は
だ
多
い
。

正
嘉
の
飢
饉
が
文
応
・
弘
長
と
波
及
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
さ
き
の
幕
府
の
法
令
が
告
げ
て
い
る
し
、
弘
長
元
年
五
月
の
『
船
守
弥
三
郎

許
御
書
』
に
は
「
こ
と
に
五
月
の
こ
ろ
な
れ
ば
米
も
と
ぼ
し
か
る
ら
ん
に
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
当
然
の
こ
と
飢
饉
下
に
お
け
る
端
境

期
の
困
苦
を
お
も
い
や
っ
て
の
こ
と
ば
で
あ
り
、
単
な
る
辞
令
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
正
嘉
飢
饉
の
延
長
と
し
て
の
弘
長
飢
饉
を
伝
え
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寄
り

る
も
の
で
あ
っ
た
。

㈹

文
永
期
に
は
、
六
年
・
八
年
の
卓
越
が
知
ら
れ
る
が
、
十
年
十
一
月
佐
渡
に
あ
っ
て
聖
人
は
、
「
今
年
日
本
国
一
同
飢
渇
之
上
、
佐
渡
国
七

か
り

月
七
日
巳
下
目
天
忽
石
灰
虫
と
申
虫
雨
下
一
時
稲
穀
損
失
了
。
其
上
疫
々
虞
々
に
遍
満
方
々
死
難
難
脱
欺
」
と
記
し
、
翌
十
一
年
五
月
の
状

㈱

に
「
け
か
ち
申
ば
か
り
な
し
。
米
一
合
も
う
ら
ず
。
か
し
し
ぬ
べ
し
」
と
報
じ
て
い
て
こ
の
時
期
の
飢
饉
を
伝
え
て
い
る
。
つ
い
で
建
治
末

㈲

年
に
は
「
無
常
は
常
の
な
ら
ひ
な
れ
ど
も
、
こ
ぞ
こ
と
し
は
世
間
は
う
(
法
)
に
す
ぎ
て
」
と
い
う
よ
う
に
織
烈
化
し
、
こ
と
に
悪
疫
の
大

㈹

流
行
と
な
っ
て
弘
安
期
に
す
さ
ん
だ
。
建
治
四
年
二
月
二
十
九
日
に
は
災
異
の
ゆ
え
に
弘
安
と
改
元
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
「
疫
病
故
欺
」
で

小
耳

あ
っ
た
。
「
疫
病
弥
興
盛
」
と
報
じ
た
富
木
氏
へ
の
返
書
に
「
所
謂
去
今
年
、
去
正
嘉
等
の
疫
病
」
と
・
い
い
、
「
今
日
本
国
の
者
去
年
今
年
の
疫

小
q

病
と
、
去
正
嘉
の
疫
病
と
は
大
王
始
て
九
十
余
代
に
拉
な
き
疫
病
也
」
と
の
状
も
あ
る
。
弘
安
の
飢
疫
を
告
げ
る
状
が
多
く
存
す
る
が
、
所

引
の
ご
と
く
正
嘉
の
飢
渇
と
並
記
し
て
い
て
、
こ
の
こ
と
は
弘
安
の
飢
渇
が
正
嘉
の
そ
れ
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
常
に
忘
れ
が

た
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
に
は
が
な
ら
な
い
。

こ
の
事
実
は
ま
た
正
嘉
の
飢
疫
と
『
安
国
論
』
と
の
不
可
分
性
を
語
り
告
げ
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。
一
・
二
を
引
く
と
次
で
あ
る
。
「
又

去
年
の
春
よ
り
今
年
の
二
月
中
句
ま
で
疫
病
国
に
充
満
す
。
十
家
に
五
家
、
百
家
に
五
十
家
、
皆
や
み
死
、
或
は
身
は
や
ま
ね
ど
も
心
は
大

昔
に
値
へ
り
。
や
む
者
よ
り
も
怖
し
。
た
ま
た
ま
生
残
た
け
ど
も
、
或
は
影
の
如
く
そ
ゐ
し
子
も
な
く
、
眼
の
如
く
面
を
な
ら
べ
し
夫
妻
も

な
く
、
天
地
の
如
く
憑
し
父
母
も
お
は
せ
ず
、
生
て
も
何
に
か
せ
ん
。
心
あ
ら
ん
人
々
争
か
世
を
厭
は
ざ
ら
ん
。
三
界
無
安
と
は
仏
説
給
て

候
へ
ど
も
法
に
過
て
見
え
候
。
然
る
に
予
は
凡
夫
に
て
候
へ
ど
も
、
か
ゝ
る
べ
き
事
を
仏
兼
て
説
を
か
せ
給
て
候
を
、
国
主
に
申
き
か
せ
進

か
W

せ
候
ぬ
。
英
に
つ
け
て
御
用
は
無
し
て
弥
怨
を
な
せ
し
か
ば
力
及
ば
ず
。
此
国
既
に
語
法
と
成
ぬ
」
 
。
弘
安
の
飢
疫
を
語
っ
て
つ
い
に
は
人
肉

を
も
食
す
る
惨
を
述
べ
た
先
引
の
一
節
に
つ
づ
〈
文
で
あ
る
が
、
傍
点
部
分
は
『
安
国
論
』
の
上
申
を
さ
し
て
い
た
。
「
代
に
大
桐
な
く
は
古

.

.

.

.

.

.

.

鋤

に
す
ぎ
た
る
疫
病
・
飢
饉
・
大
兵
乱
は
い
か
に
。
召
も
決
せ
ず
し
て
法
華
経
の
行
者
を
二
度
ま
で
大
科
に
行
ひ
し
は
い
か
に
」
 
。
こ
こ
で
も
『
安
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国
論
』
上
書
お
よ
び
そ
の
後
の
公
場
対
決
の
要
請
等
を
さ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
弘
安
の
飢
疫
を
語
っ
て
正
嘉
の
飢
疫
を
も
語
り
(
あ
る

い
は
覚
書
飢
饉
も
語
っ
て
い
た
)
、
正
嘉
飢
疫
を
語
る
に
『
安
国
論
』
を
も
語
り
あ
か
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
知
り
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
正
嘉
の
飢
饉
は
『
安
国
論
』

と
密
接
に
交
渉
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
鎌
倉
幕
府
の
歴
史
の
な
か
で
も
、
正
嘉

同
軸

の
前
後
の
こ
ろ
は
一
つ
の
注
目
す
べ
き
時
期
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
の
指
摘
は
、
鎌
倉
時
代
の
政
治
・
社
会
の
動
向
に
一
時
期
を
画

す
る
重
要
な
原
因
と
し
て
正
嘉
の
飢
饉
と
疫
病
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
聖
人
が
ま
さ
に
正
嘉
の
飢
饉
の
な
か
か

ら

『
安
国
論
』
を
書
き
あ
げ
て
い
っ
た
事
実
と
あ
わ
せ
て
、
は
な
は
だ
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

三
、
時
代
苦
へ
の
哀
惜
-
む
す
び
に
か
え
て
ー

飢
饉
と
そ
れ
に
つ
づ
く
疫
病
ほ
ど
の
悲
惨
は
な
い
。
飢
疫
は
極
苦
の
世
界
、
苦
の
極
限
と
い
え
る
。
眼
前
す
る
人
間
苦
・
地
獄
相
の
直
視
と

そ
の
痛
覚
に
よ
っ
て
聖
人
の
『
立
正
安
国
論
』

は
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。
聖
人
の
宗
教
運
動
の
基
軸
で
あ
っ
た
『
立
正
安
国
論
』

は
、
何
よ

り
も
具
体
的
惨
禍
の
冷
厳
な
認
識
よ
り
起
っ
て
い
た
こ
と
は
ま
ず
熟
知
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

絵
巻
物
『
餓
鬼
草
紙
』

は
醜
怪
で
悲
惨
な
光
景
を
描
く
が
、
養
和
・
覚
書
・
建
長
・
正
嘉
・
弘
長
・
文
永
・
弘
安
と
連
続
し
た
中
世
鎌
倉

時
代
の
飢
饉
の
凄
惨
な
状
態
を
写
し
出
し
て
い
る
。
食
な
く
し
て
生
き
ら
れ
な
い
人
間
。
生
き
な
が
ら
餓
死
し
て
い
く
飢
饉
。
生
産
力
も
流

通
機
構
も
発
達
し
農
民
の
力
も
成
長
し
た
江
戸
時
代
に
お
い
て
さ
え
、
数
十
万
の
餓
死
者
を
出
し
た
飢
饉
が
幾
度
も
あ
っ
た
か
ら
、
い
か
な

る
意
味
か
ら
も
抵
抗
力
微
弱
で
あ
っ
た
当
代
に
お
い
て
は
各
種
文
献
が
伝
え
る
よ
う
に
累
累
た
る
死
者
の
群
の
街
衝
に
倒
れ
て
い
る
あ
り
さ

ま
が
想
像
で
き
る
し
、
か
か
る
悲
劇
は
今
な
お
地
上
の
現
実
で
あ
る
。
『
安
国
論
』
の

「
骸
骨
充
路
」
は
牛
馬
の
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
人

骨
で
あ
っ
た
。
『
餓
鬼
草
紙
』

の
写
し
た
地
獄
相
は
実
情
で
あ
っ
た
。
地
震
に
よ
る
圧
死
、
洪
水
に
よ
る
溺
死
、
飢
え
に
よ
る
餓
死
、
疫
病

に
よ
る
病
死
、
戦
斗
に
よ
る
戦
死
等
、
人
々
は
日
常
の
中
に
死
の
危
機
と
恐
怖
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
た
。
死
の
中
の
生
を
生
き
て
い
た
の
で
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あ
る
。
死
を
も
た
ら
す
災
害
の
責
苦
は
ど
の
一
つ
も
悲
惨
で
あ
る
が
、
と
り
お
け
飢
饉
の
惨
劇
は
苛
酷
で
あ
っ
た
。
連
年
の
飢
疫
が
聖
人
の

心
を
重
く
深
く
と
ら
え
た
こ
と
は
ま
ざ
れ
も
な
か
っ
た
。
長
明
の
『
方
丈
記
』

が
、
筆
を
尽
し
て
濁
悪
世
の
災
天
を
描
い
た
が
、
そ
れ
は
観

念
苦
や
知
識
の
位
相
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
救
済
の
心
は
枯
渇
し
て
い
た
。
養
和
の
飢
饉
を
詳
記
し
て
長
明
は
「
濁
悪
世
に
し
も
生
れ
あ
ひ
て
、

か
ゝ
る
心
憂
さ
ね
ぎ
を
な
ん
見
侍
し
」
と
い
う
。
つ
ま
り
は
極
限
状
況
を
み
て
災
害
苦
を
実
感
し
つ
つ
も
消
極
的
傍
観
者
の
立
場
に
仔
位
す

㈱

る
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
社
会
や
政
治
に
対
す
る
積
極
的
な
関
心
は
生
ま
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
正
嘉
、
正
元

㈹

の
飢
渇
で
死
ん
で
い
っ
た
門
徒
の
報
に
接
し
て
の
親
鸞
の
態
度
も
同
様
で
は
な
か
ろ
う
か
。
衆
生
へ
の
痛
み
は
、
詩
的
感
性
の
問
題
で
は
な

く
、
社
会
に
目
を
向
け
た
確
た
る
信
仰
と
理
念
の
問
題
で
あ
る
。

㈱

聖
人
は
、
「
大
慈
大
悲
の
力
、
無
間
地
獄
の
大
昔
を
今
生
に
け
(
消
)
き
し
め
ん
と
な
り
」
と
い
い
、
「
世
間
の
法
に
は
慈
悲
な
き
者
を
邪
見

鋤

の
者
と
い
う
。
当
世
の
人
々
此
地
獄
を
免
が
た
き
か
」
と
い
っ
た
。
『
安
国
論
』
の

「
憤
排
胸
臆
」
と
い
い

「
心
情
之
哀
情
」
と
い
っ
た
こ

と
ば
と
を
対
比
す
れ
ば
、
「
不
可
不
言
」
(
言
わ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
す
)
と
の
痛
念
は
存
分
に
理
解
で
き
る
。
「
我
此
土
安
穏
」

の
願
い
に
背
く

安
穏
な
ら
ざ
る
現
実
に
、
「
不
可
不
言
」
と
『
安
国
論
御
勘
由
来
』
に
は
「
終
無
止
」
(
つ
い
に
止
む
こ
と
な
く
)
と
も
い
っ
て
、
敢
然
と
た
っ

た
聖
人
の

「
憤
排
胸
臆
」
「
心
情
之
哀
惜
」
と
い
う
悲
痛
の
念
は
、
衆
生
救
済
の
慈
悲
心
を
高
揚
さ
せ
、
生
き
な
が
ら
の
地
獄
の
道
を
ふ
さ
ぐ

こ
と
に
そ
の
生
涯
を
つ
い
や
せ
た
。
慈
悲
広
大
の
も
と
づ
く
と
こ
ろ
地
獄
の
道
を
ふ
さ
ぐ
と
い
っ
た
『
報
恩
抄
』

の
一
節
は
、
『
安
国
論
』

の
思
索
と
実
践
の
総
括
で
あ
っ
た
。
時
代
苦
・
社
会
苦
を
自
己
の
責
任
と
し
て
感
受
す
る
と
こ
ろ
に
流
露
し
た
慈
悲
の
精
神
が
「
代
受
苦
」

で
あ
る
が
、
晩
年
の
思
想
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
代
受
苦
」
の
念
い
も
、
本
質
的
に
も
実
体
的
に
も
つ
と
に
『
安
国
論
』

に
胚
胎
し
発
想
さ

れ
実
践
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
っ
た
い
、
鎌
倉
時
代
と
は
ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
る
の
か
。
聖
人
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
時
代
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
た
の
か
。
ど
う

肥
え
ど
う
対
応
し
た
の
か
。
『
安
国
論
』
は
そ
の
こ
と
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
死
屍
累
累
た
る
な
か
に
生
き
る
現
実
に
眼
を
凝
ら
す
か
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ぎ
り
、
死
の
日
常
を
痛
感
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
か
ぎ
り
の
実
感
を
受
け
入
れ
る
か
ぎ
り
、
汚
濁
に
ま
み
れ
た
死
の
日
常
を
『
方
丈

記
』
の
ご
と
〈
文
学
的
感
性
と
哀
傷
で
は
な
く
、
聖
人
の
ご
と
く
感
性
を
突
破
し
た
宗
教
的
哀
傷
と
行
動
を
生
む
。
苦
界
に
沈
潜
す
る
時
代

苦
・
社
会
苦
を
観
破
し
て
、
時
代
の
要
求
・
救
済
と
し
て
『
安
国
論
』
は
存
し
た
の
で
あ
る
。
『
安
国
論
』
が
、
「
国
を
思
ひ
生
処
を
忍
て
兼

㈹

㈹

㈹

て
勘
へ
告
示
」
・
「
此
偏
為
報
国
土
恩
也
」
・
「
但
国
を
た
す
け
ん
か
た
め
、
生
国
の
恩
を
ほ
う
ぜ
ん
と
申
せ
し
」
な
ど
と
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て

㈹

い
る
の
は
、
現
実
社
会
と
き
り
む
す
ぷ
仏
者
の
基
本
姿
勢
の
発
露
た
る
を
あ
か
す
も
の
で
あ
っ
た
。
「
体
曲
ば
影
な
ゝ
・
め
な
り
」
で
あ
っ
た

か
ら
、
衆
生
の
救
済
と
国
土
の
安
泰
は
不
可
分
で
あ
る
。
一
切
衆
生
救
済
の
関
心
は
、
必
然
、
国
家
・
社
会
・
政
治
へ
の
発
言
を
生
む
。
聖

人
の
政
治
・
社
会
・
国
家
へ
の
深
い
関
心
は
、
仏
者
と
し
て
時
代
苦
を
担
わ
ん
と
す
る
当
然
の
行
為
で
あ
っ
た
。
か
く
て
『
立
正
安
国
論
』

㈹

は
、
「
日
蓮
に
お
け
る
宗
教
と
社
会
・
国
家
を
考
え
る
基
本
文
献
」
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
自
明
で
あ
っ
た
。
構
築
さ
れ
る
教
理
の
展

開
も
現
実
を
無
視
・
遊
離
し
た
観
念
論
で
は
な
く
、
歴
史
現
実
の
な
か
に
い
き
づ
き
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

現
実
社
会
に
と
ど
ま
っ
て
の
実
践
が
聖
人
の
主
張
と
行
動
で
あ
り
、
「
此
土
を
穣
土
と
と
か
れ
し
を
打
か
え
し
て
、
此
土
は
本
土
」
と
す
る
営

み
、
そ
れ
が
『
安
国
論
』

の
実
践
で
あ
り
、
此
土
を
本
土
に
打
ち
か
え
す
べ
〈
『
関
目
抄
』

の
三
大
誓
願
も
あ
り
、
「
さ
れ
ば
我
弟
子
等
心
み

㈹

に
法
華
経
の
ご
と
く
身
命
も
を
し
ま
す
修
行
し
て
、
此
度
仏
法
を
心
み
よ
」
と
の
提
言
も
あ
っ
た
。
現
実
重
視
の
関
点
に
発
す
る
も
の
で
あ

る
。
人
間
苦
・
社
会
苦
の
集
約
と
し
て
飢
饉
は
あ
っ
た
。
か
か
る
末
法
悪
世
の
現
実
に
た
っ
て
現
世
救
済
・
末
法
超
克
を
果
敢
に
志
向
し
た

と
こ
ろ
に
聖
人
の
宗
教
の
根
源
的
基
盤
と
発
想
が
あ
っ
た
。
当
代
歴
史
社
会
に
生
き
ら
れ
た
聖
人
が
、
所
与
の
歴
史
的
社
会
的
条
件
に
向
け

て
、
仏
者
と
し
て
社
会
を
み
歴
史
を
み
て
、
仏
語
の
社
会
化
・
歴
史
化
を
は
か
っ
た
の
が
『
安
国
論
』
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
聖
人
に
と

っ
て
の
立
正
安
国
の
誓
願
は
ど
こ
ま
で
も
私
た
ち
全
体
の
誓
願
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、
『
立
正
安
国
論
』
発
想
基
盤
の
一
側
面
と
し
て
の
飢
饉
を
考
え
て
み
た
。
粗
雑
な
ス
ケ
ッ
チ
に
す
ぎ
ぬ
が
今
は
こ
れ
に
よ
っ
て
筆

者
に
と
っ
て
の
『
安
国
論
』
習
学
と
理
解
の
一
階
梯
に
資
し
た
い
。
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( 1 ) 注

報
恩
抄
、
一
二
二
三
頁
。
以
下
聖
人
遺
文
は
す
べ
て
『
昭
和
定
本
』
に
よ
る
。
本
文
に
遺
文
名
を
出
す
場
合
は
頁
の
指
摘
は
略
し
た
。
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〃
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○
い
り
7
n
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音
椅
い
り

一
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南
=
H
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椅
‖
軸

○
○
1
い
‚
い
り
]

I
(
胆

爪
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[
‖
晴
〃
‖
軸

ま
た
『
安
国
論
』

の
引
文
も
同
様
で
あ
る
。

種
種
種
物
御
消
息
、
一
五
三
〇
頁
。

撰
時
抄
、
一
〇
五
六
頁
。

佐
渡
御
書
、
六
一
二
-
三
頁
。

白
妙
聖
人
御
書
、
六
四
七
頁
。

合
戦
在
眼
前
御
書
、
八
三
九
頁
。

曽
谷
二
郎
入
道
殿
御
報
、
一
八
七
六
頁
。

災
難
興
起
由
来
、
一
六
二
頁
。

随
自
意
御
書
、
一
六
一
八
頁
。

『
立
正
安
国
論
』
を
勘
文
と
規
定
し
呼
称
し
た
遺
文
は
多
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
「
日
蓮
引
諸
経
勘
之
」
(
宿
屋
入
道
許
御
状
)
、
「
日
蓮
見

3 3

世
間
体
粗
勘
一
切
経
」
(
安
国
論
御
勘
由
来
)
、
「
経
諸
の
要
文
を
果
て
一
巻
の
書
を
造
る
」
(
本
尊
問
答
紗
)
と
あ
る
よ
う
に
徹
頭
徹
尾
仏

説
に
も
と
づ
い
た
の
で
あ
り
、
仏
陀
の
心
に
立
脚
し
て
仏
陀
の
考
え
を
述
べ
た
も
の
、
つ
ま
り
は
仏
陀
の
思
索
を
代
弁
し
た
書
が
『
安
国

論
』
で
あ
っ
た
。
聖
人
の
立
正
安
国
の
実
践
は
自
著
へ
の
献
身
で
あ
っ
た
が
そ
れ
は
仏
へ
の
献
身
と
同
義
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
蒙
古
来
喋

に
よ
る
仏
説
の
真
理
性
が
実
証
さ
れ
る
や
『
安
国
論
奥
書
』
に
「
此
書
有
敏
文
也
」
と
規
定
づ
け
、
「
是
偏
非
日
蓮
之
力
法
華
経
之
真
文
所

至
感
応
欺
」
と
仏
語
の
英
語
た
る
こ
と
を
驚
異
の
心
を
の
せ
て
書
き
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
い
た
れ
ば
当
代
通
途
の
勘
文
、
前
例

故
実
を
考
え
占
う
て
い
の
そ
れ
と
は
全
然
異
質
で
あ
っ
て
、
仏
陀
の
心
・
仏
語
そ
れ
自
体
を
呼
称
し
規
定
づ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。



㈹

『
守
護
国
家
論
』
は
自
題
だ
が
『
災
難
興
起
由
来
』
は
前
欠
で
不
明
、
『
災
難
対
治
紗
』
は
「
国
土
起
大
地
震
・
非
時
大
風
・
大
飢
饉
・

大
疫
病
・
大
兵
乱
等
種
種
災
難
知
根
源
可
加
対
治
勘
文
」
と
の
自
題
が
あ
る
。
両
書
の
置
題
は
要
を
取
っ
て
ふ
さ
お
し
い
。

㈹

松
野
殿
御
返
事
、
一
四
四
一
頁
。
な
お
、
本
書
を
定
本
は
建
治
四
年
に
系
け
る
が
弘
安
二
年
説
も
提
出
さ
れ
て
い
て
内
容
か
ら
は
後
説

が
ふ
さ
わ
し
い
と
お
も
え
る
。

㈹

『
中
世
法
制
史
料
集
』
第
一
巻
所
収
「
追
加
法
」
三
九
七
条
。
そ
の
他
に
も
弘
長
新
制
は
悪
党
鎮
圧
・
各
種
倹
約
・
囚
人
食
物
事
・
百
姓

臨
時
役
事
等
、
飢
饉
対
策
と
し
て
の
条
項
が
多
く
、
従
っ
て
『
関
東
新
制
條
々
』
が
、
「
正
嘉
の
飢
饉
の
混
乱
」
を
正
す
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
(
網
野
善
彦
著
『
蒙
古
襲
来
』
的
頁
)
。
な
お
新
制
三
九
三
条
は
人
身
売
買
の
禁
制
だ
が
、
こ
の
こ
と
の
ひ
び
さ

は
重
い
。
幕
府
は
か
っ
て
覚
書
の
飢
饉
の
と
き
に
公
認
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
追
加
法
二
二
条
往
見
。
そ
の
他
、
正
嘉
・
文
応
期
は
「
諸

国
飢
饉
之
間
」
と
て
山
野
江
海
に
入
る
を
許
る
し
或
は
罪
人
を
放
免
す
る
な
ど
非
常
手
段
を
構
ず
る
条
文
が
あ
る
(
三
二
三
・
三
三
〇
各

条
な
ど
)
。

㈹

『
災
難
興
起
由
来
』
に
「
碓
有
無
蓋
析
請
但
費
無
験
欺
」
 
、
『
災
難
対
治
紗
』
に
「
依
之
致
種
種
祈
請
人
躍
多
之
無
其
験
欺
」
 
、
『
安
国
論
』

に
「
今
神
術
不
協
仏
威
無
験
」
、
そ
の
他
『
守
護
国
家
論
』

『
安
国
論
御
勘
由
来
』
等
。
な
お
、
『
方
丈
記
』
に
「
な
べ
て
な
ら
ぬ
法
ど
も
行

は
る
れ
ど
、
更
に
其
の
し
る
し
な
し
」
と
あ
る
。

㈹

顕
仏
未
来
記
、
七
四
二
頁
。

㈹

断
簡
一
九
番
、
二
四
八
一
頁
。

㈹

連
年
の
災
害
を
各
書
に
み
る
と
正
嘉
の
大
地
震
は
『
吾
妻
鏡
』
同
日
条
に
委
細
。
ま
た
、
こ
の
年
は
炎
早
で
祈
雨
を
修
し
た
り
し
て
お

り
「
覚
書
の
例
に
任
せ
て
」
(
七
月
十
三
日
条
)
豊
稔
を
祈
っ
て
い
た
。
飢
饉
が
予
測
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
二
年
八
月
一
日
の
大
風

は
非
常
で
聖
人
も
特
記
し
た
が
『
吾
妻
鏡
』
同
日
条
は
暴
風
雨
の
被
害
を
「
諸
国
の
田
園
、
悉
く
以
て
損
亡
」
、
『
関
東
評
定
伝
』
「
八
月
一
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日
大
風
。
依
天
下
損
亡
将
軍
御
京
上
延
引
」
、
『
百
錬
抄
』

「
雨
降
大
風
」
な
ど
と
大
風
を
記
す
が
、
こ
の
年
は
『
吾
妻
鏡
』
六
月
二
十
四

日
条
に
「
近
日
寒
気
あ
り
、
冬
天
の
ご
と
し
」
と
記
す
ほ
か
三
月
・
十
月
各
条
に
「
甚
雨
洪
水
」
を
頻
り
に
の
せ
る
。
右
の
将
軍
上
洛
延

引
は
八
月
二
十
八
日
に
決
定
さ
れ
た
が
理
由
は
「
こ
れ
諸
国
の
損
亡
に
よ
っ
て
、
民
間
愁
あ
る
が
故
な
り
」
(
『
吾
妻
鏡
』
同
日
条
)
で
あ
っ

た
。
幕
府
は
諸
国
飢
饉
の
た
め
浪
人
が
山
野
江
海
に
入
っ
て
食
料
を
求
め
る
こ
と
を
認
め
る
法
令
を
発
し
た
こ
と
は
前
注
し
た
が
、
そ
れ

は
正
嘉
三
年
二
月
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
正
嘉
三
年
は
三
月
二
十
六
日
に
正
元
と
改
元
さ
れ
た
。
正
嘉
三
年
は
正
元
元
年
で
あ
っ
た
の

だ
が
、
聖
人
は
「
同
(
正
嘉
)
三
年
紀
大
飢
饉
。
正
元
元
年
紀
大
疫
病
」
と
記
し
た
。
飢
疫
の
織
烈
な
さ
ま
、
飢
饉
、
疫
病
の
推
移
連
続

の
さ
ま
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
て
書
き
わ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
正
元
二
年
は
文
応
元
年
だ
が
、
悪
疫
の
流
行
に
対
処
し
て
幕
府
は

世
上
無
為
・
人
庶
疾
疫
対
治
の
析
穂
を
し
き
り
に
修
し
た
。
著
名
な
仙
洞
御
所
の
「
落
書
」
は
こ
の
年
正
月
の
こ
と
で
「
国
土
災
難
ア
リ

・
諸
国
飢
饉
ア
リ
・
河
原
白
骨
ア
リ
」
等
、
痛
烈
に
世
相
を
打
ち
批
判
し
て
い
る
。

㈹

正
嘉
元
年
は
大
地
震
が
頻
発
し
た
。
。
吾
妻
鏡
』
五
月
十
八
日
条
は
子
魁
の
大
地
震
を
、
八
月
一
日
は
戌
魁
「
大
地
震
」
と
記
し
同
二

十
三
日
の
大
震
を
詳
記
す
る
が
、
翌
々
二
十
五
日
「
地
震
小
動
五
六
度
」
、
九
月
四
日
「
中
魁
地
震
。
去
月
廿
三
日
の
大
動
以
後
、
今
に
至

る
ま
で
小
動
休
止
せ
ず
」
、
十
月
十
五
日
も
地
震
、
十
一
月
八
日
も
「
大
地
震
。
去
ぬ
る
八
月
廿
三
日
の
ご
と
し
」
な
ど
と
あ
る
。

㈹

建
長
八
年
は
各
種
の
災
異
が
あ
っ
た
。
。
吾
妻
鏡
』
は
二
月
二
十
九
日
「
大
雨
洪
水
」
を
記
し
、
六
月
二
日
陸
奥
大
道
路
次
の
地
頭
に

夜
討
・
盗
賊
を
取
縮
ら
せ
、
同
六
日
条
に
は
「
雨
降
る
。
お
よ
そ
今
年
は
大
雨
洪
水
ほ
と
ほ
と
例
年
に
越
え
、
寒
気
ま
た
も
っ
て
時
な
ら

ず
、
著
者
な
ら
ず
。
そ
の
物
定
め
て
長
ぜ
ざ
ら
ん
か
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
鶴
岳
別
当
僧
正
隆
弁
・
左
大
臣
法
印
巌
恵
等
に
仰
せ
て
、
天
下

泰
平
の
御
祈
稿
を
行
は
る
る
と
こ
ろ
な
り
。
去
ぬ
る
覚
書
二
年
夏
、
涼
気
冬
天
の
ご
と
く
、
六
・
七
両
月
の
問
、
霜
雪
降
り
、
八
月
大
風

す
。
翌
年
国
土
飢
饉
し
、
民
間
傷
死
す
。
し
か
う
し
て
今
時
節
調
は
ず
。
憤
ま
ざ
る
べ
え
ん
や
」
と
の
べ
て
、
覚
書
の
大
飢
饉
の
苦
悩
を

想
起
し
て
い
る
が
、
八
月
六
日
は
「
甚
雨
大
風
。
河
港
洪
水
」
し
、
八
日
条
に
は
「
去
ぬ
る
六
日
の
大
風
に
よ
っ
て
、
田
園
の
作
毛
等
こ
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と
ご
と
く
損
亡
す
る
の
由
、
近
国
こ
れ
を
申
す
」
と
あ
る
。
赤
斑
瘡
大
流
行
し
将
軍
宗
尊
、
執
権
時
頼
も
罷
病
。
時
頼
は
病
に
よ
っ
て
執

権
職
を
辞
す
る
に
い
た
る
。
赤
斑
瘡
の
流
行
は
全
国
的
で
天
皇
も
擢
病
し
た
こ
と
を
『
百
錬
抄
』
九
月
五
日
条
は
語
る
。
「
近
日
。
赤
斑

瘡
世
間
流
布
。
上
下
病
悩
」
と
滑
微
を
極
め
こ
れ
に
よ
っ
て
十
月
五
日
康
元
と
改
元
さ
れ
た
(
『
百
錬
抄
』
)
。
か
く
て
建
長
八
年
は
異
常
な

年
で
あ
っ
た
。
な
お
、
時
頼
の
執
権
辞
任
は
十
一
月
二
十
三
日
で
あ
っ
た
が
『
災
難
対
治
妙
』
に
お
け
る
年
次
の
特
記
は
、
聖
人
が
時
頼

の
動
向
に
注
視
し
て
い
た
事
実
と
勘
考
す
れ
ば
、
特
記
し
た
こ
と
の
一
理
由
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

㈹

『
群
書
類
従
』
巻
第
四
百
八
十
四
。

㈲

『
明
月
記
』
覚
書
二
年
十
月
十
三
日
条
に
関
し
て
は
、
注
㈹
所
記
、
網
野
善
彦
著
『
蒙
古
襲
来
』
1
 
6
頁
、
横
井
清
著
『
中
世
を
生
き
た
人

び
と
』
所
収
「
5
藤
原
定
家
」
参
照
。

㈲

宮
城
殿
女
房
尼
御
前
御
書
、
一
七
一
〇
頁
。
な
お
、
所
引
部
分
の
内
容
と
対
象
を
、
聖
人
が
幼
時
に
お
け
る
生
家
を
偲
ん
だ
も
の
と
せ

ず
富
木
氏
の
義
子
伊
預
房
の
身
を
案
じ
て
配
慮
を
要
請
し
た
も
の
と
解
す
る
説
が
あ
る
が
誤
解
で
あ
ろ
う
(
『
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』

第
二
十
四
巻
)
。

㈹

中
尾
尭
編
『
中
山
法
華
経
寺
史
料
』

二
七
頁
、
「
下
野
国
渥
籠
郷
住
人
動
垂
弥
太
郎
国
光
申
状
」
 
。
な
お
、
前
出
網
野
著
8
 
2
頁
、
『
中

山
法
華
経
寺
請
』
(
中
山
法
華
経
寺
請
編
纂
委
員
会
編
)
二
五
二
頁
参
照
。

㈹

『
吾
妻
鏡
』
建
長
八
年
六
月
七
日
条
。

㈲

弘
長
年
間
の
飢
饉
に
つ
い
て
は
忠
信
尼
消
息
に
「
又
、
こ
の
国
は
、
昨
年
の
作
物
、
殊
に
損
じ
候
て
、
あ
さ
ま
し
さ
事
に
て
、
お
は
か

た
余
生
く
べ
し
と
も
お
ぼ
え
ず
候
中
に
、
所
ど
も
変
り
候
ぬ
。
一
所
な
ら
ず
」
と
述
べ
、
以
下
に
下
人
の
逃
亡
な
ど
を
記
し
て
飢
饉
下
の

困
苦
を
伝
え
て
い
る
。
弘
長
三
年
の
状
で
あ
る
。
同
年
状
に
「
今
年
の
飢
饉
に
や
飢
死
も
せ
ん
ず
ら
ん
と
こ
そ
お
ぼ
え
候
へ
」
、
翌
年
の
状

に
「
昨
年
の
飢
饉
に
、
な
に
も
、
益
方
の
と
、
こ
れ
の
と
、
な
に
と
な
く
幼
さ
も
の
ど
も
、
上
下
数
多
候
を
殺
さ
じ
と
し
候
し
ほ
ど
に
、
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俄㊥のめ のり
も
の
も
着
ず
な
り
て
候
ふ
へ
、
白
き
も
の
を
一
も
着
ず
候
へ
ば
」
と
し
ば
し
ば
記
す
(
日
本
古
典
文
学
大
系
『
親
鸞
集
日
蓮
系
』
所
収
「
忠

信
尼
の
消
息
」
 
。
ま
た
、
喜
妻
鏡
』
弘
長
三
年
八
月
二
十
五
日
条
は
、
そ
れ
よ
り
ま
え
十
四
日
の
甚
雨
大
風
が
諸
国
に
被
害
を
与
え
た
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
評
議
決
定
さ
れ
て
い
た
将
軍
上
洛
が
ま
た
し
て
も
延
引
す
る
こ
と
を
述
べ
る
の
だ
が
、
「
御
上
洛
の
事
、
大
風
に
よ
っ
て
諸

国
稼
穀
損
亡
す
る
の
間
、
弊
民
の
煩
を
休
せ
ん
が
た
め
に
延
引
せ
ら
る
る
と
こ
ろ
な
り
」
と
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
追
加
法
四
二
四
・
四
二
六

条
は
「
農
時
不
可
便
百
姓
事
」
(
文
永
元
年
)
と
あ
り
、
四
〇
五
条
「
諸
国
盗
賊
事
」
(
弘
長
元
年
)
と
あ
る
の
も
こ
の
期
の
非
常
事
に
向
け

て
の
も
の
で
あ
る
。

文
永
六
年
の
卓
越
に
つ
い
て
は
極
楽
寺
忍
性
伝
が
江
の
島
で
の
析
雨
を
伝
え
て
お
り
、
八
年
は
聖
人
・
忍
性
の
析
雨
合
戦
が
あ
る
。
無

住
の
『
『
沙
石
集
』
は
巻
第
九
に
「
去
文
永
年
中
、
炎
早
目
久
ク
シ
テ
、
国
々
飢
饉
ヲ
ピ
タ
・
シ
ク
間
へ
シ
」
と
て
哀
話
を
の
せ
て
い
る

(
日
本
古
典
文
学
大
系
8
 
5
、
三
八
三
頁
)
。
し
か
し
こ
れ
は
文
永
末
期
の
飢
渇
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

土
木
殿
御
返
事
、
七
五
四
頁
。

富
木
殿
御
書
、
八
〇
九
頁
。
な
お
、
文
永
十
一
年
の
飢
饉
に
つ
い
て
『
忍
性
菩
薩
行
状
略
頒
』
(
別
名
性
公
大
徳
譜
)
に
「
同
(
文
永
)

土
牛
飢
饉
死
、
於
大
仏
谷
集
飢
人
、
五
十
余
日
施
粥
等
」
と
あ
る
(
『
大
日
本
地
誌
大
系
』
所
収
『
新
編
鎌
倉
志
』
巻
六
極
楽
寺
条
)
。
な

お
ま
た
、
伊
予
国
弓
削
島
荘
に
お
け
る
飢
饉
の
打
撃
に
ふ
れ
て
正
嘉
の
飢
饉
が
建
治
期
に
お
い
て
も
回
復
し
な
か
っ
た
と
説
明
す
る
論
著

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
永
の
飢
饉
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
(
西
垣
晴
次
編
『
鎌
倉
武
士
西
へ
』
地
方
文
化
の
日
本
史
3
 
、
所
収
「
瀬
戸
内

海
文
化
と
そ
の
基
盤
」
渡
辺
則
文
稿
一
一
九
頁
。
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小
切

晴
肌
は

爪
り

ん
H
V

小
耳

間
阻

三
沢
抄
、
一
四
四
八
頁
。

弘
安
改
元
事
、
一
四
五
四
頁
。

富
木
入
道
殿
御
返
事
、
一
五
一
九
-
二
〇
頁
。



小
q

爪
は
V

創
り

大
門
V

^
り

ん
白
V

圃
馴
り

ん
は
V

日
女
御
前
御
返
事
、
一
五
一
六
頁
。

松
野
殿
御
返
事
、
一
四
四
一
-
二
頁
。

日
女
御
前
御
返
事
、
一
五
一
六
頁
。

網
野
善
彦
稿
「
元
冠
前
后
の
社
会
情
勢
に
つ
い
て
」
(
「
歴
史
学
研
究
」
第
二
三
一
号
)
。
ま
た
同
氏
前
掲
著
参
照
。

㈹
高
木
豊
稿
「
鎌
倉
仏
教
の
問
題
基
盤
」
(
和
歌
森
太
郎
編
『
日
本
文
化
史
学
へ
の
提
言
』
所
収
)
、
日
本
史
研
究
会
編
『
講
座
日
本
文
化
史
』

第
三
巻
第
一
華
中
「
隠
遁
の
文
化
」
石
田
善
人
稿
、
有
斐
閣
新
書
『
日
本
文
化
史
小
古
代
・
中
世
』
第
5
章
「
隠
者
の
世
界
」
、
唐
木
順
三

著
『
中
世
の
文
学
』
所
収
「
鴨
長
明
」
等
参
照
。

㈹

文
応
元
年
十
一
月
十
三
日
付
親
鸞
書
簡
(
日
本
古
典
文
学
大
系
『
親
鸞
集
日
蓮
集
』
所
収
「
末
燈
紗
」
)
。
「
な
に
よ
り
も
、
こ
ぞ
(
正

元
元
年
)
、
こ
と
し
(
文
応
元
年
)
、
老
少
男
女
、
お
ほ
く
の
ひ
と
く
の
し
に
あ
ひ
て
候
ら
ん
こ
と
こ
そ
あ
は
れ
に
さ
ふ
ら
へ
。
た
ゞ
し
生

死
無
常
の
こ
と
は
り
、
く
ほ
し
く
如
来
の
と
き
を
か
せ
お
は
し
ま
し
て
さ
ふ
ら
ふ
う
へ
は
、
お
ど
ろ
き
お
ぼ
し
め
す
べ
か
ら
す
さ
ふ
ら
ふ
」

(
カ
ツ
コ
内
筆
者
)
と
あ
る
。
災
害
多
発
に
驚
き
お
の
の
い
て
救
済
に
立
っ
た
聖
人
と
の
顕
著
な
違
い
が
見
出
せ
る
。
拙
著
『
日
蓮
聖
人
-

久
遠
の
唱
導
師
-
』
第
4
章
参
照
。
な
お
、
親
鸞
の
災
害
観
が
こ
の
書
簡
に
あ
ら
れ
と
お
も
え
る
の
で
あ
る
が
、
東
国
に
あ
っ
て
覚
書
の

飢
饉
を
体
験
し
た
こ
と
が
彼
の
回
心
を
も
た
ら
せ
た
と
す
る
川
崎
庸
之
氏
の
所
説
は
、
彼
此
対
照
す
れ
ば
一
概
に
い
い
き
れ
ま
い
と
お
も

ぅ
(
同
氏
稿
「
い
ね
ゆ
る
鎌
倉
時
代
の
宗
教
改
革
に
つ
い
て
」

『
歴
史
評
論
』
三
巻
四
号
)
。
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か
q

伯
山
y

小
切

九
日
V

爪
W

有
や

小
耳

肋
間
隅

王
舎
城
事
、
九
一
七
頁
。

顕
語
法
紗
、
二
五
一
頁
。

光
日
上
人
御
返
事
、
一
八
七
九
頁
。

安
国
論
御
勘
由
来
、
四
二
二
頁
。



欄
間
肌
用
子

有
や

刷
り

l
川
や

∧
り

I
▲
世

照
り

l
」
や

^
い
り

l
川
や

撰
時
抄
、
一
〇
五
五
頁
。

諸
経
与
法
華
経
難
易
事
、
一
七
五
二
頁
。

高
木
豊
稿
「
初
期
日
蓮
に
お
け
る
『
浬
薬
経
』
の
受
容
」

(
和
歌
森
太
郎
先
生
還
暦
記
念
『
古
代
・
中
世
の
社
会
と
民
族
文
化
』
所
収
)
。

関
目
抄
、
五
七
六
頁
。

撰
時
抄
、
一
〇
五
九
頁
。

(
昭
和
五
十
七
年
一
月
十
三
日
成
稿
)


